
 

 

 

 

１ 単元の目標 
（１）語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読することができる。 
          （〔知識及び技能〕（１）キ） 
（２）文の中における主語と述語の関係に気付くことができる。      （〔知識及び技能〕（１）カ） 
（３）「お手紙」を読んで，場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像することができる。 

（〔思考力・判断力・表現力等Ｃエ〕） 
（４）「お手紙」の文章の内容と自分の体験とを結び付けて，感想をもつことができる。  

（〔思考力・判断力・表現力等Ｃオ〕） 
（５）すすんで根拠になる文を探し，学習の見通しをもって，音読しようとしている。 

（〔主体的に学習に取り組む態度〕） 
 

２ 教材名 
「お手紙」（光村図書２年）  
 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①語のまとまりや言葉の響きな
どに気を付けて音読してい
る。    （（１）キ） 

②文の中における主語と述語の
関係に気付いている。 

（（１）カ） 

①「読むこと」において，場面の様
子に着目して，登場人物の行動を
具体的に想像している。〔Ｃエ〕 

②「読むこと」において，文章の内
容と自分の体験とを結び付けて，
感想をもっている。  〔Ｃオ〕 

①すすんで根拠になる文を探
し，学習の見通しをもって，
音読しようとしている。 

 
４ 指導計画（９時／全３９時間） 
次 時 学習活動及び内容 指導上の留意点 評価規準・評価方法 
一 １ 

 
 
 
 
 

○課題を設定し，学習の見通
しをもつ。 
 
 
 
・音読するためには，どのよ
うなことに注意すればよい
か考える。 

・最終的な発表形態を示し，そのた
めに必要な活動のイメージをもた
せる。 
 
 
・音読の工夫を説明する際には，根
拠を明らかにさせる。（状況，言葉，
心情等） 

・音読を行うことに関
心をもち，学習の見通
しをもっている。 
（観察） 
 
・音読する際に注意す
る点（ノート記述） 

二 ２ 
 
 
 
３ 
４ 

○第１の場面を音読し，登場
人物の心情について考える。 
・がまくんの状況と心情に
ついて考える。 
○第２の場面を音読し，登場
人物の心情について考える。 
・読みながら，考えたことや
疑問などを共有する。 

・がまくんが，どのような状況にお
かれているのか考えさせる。 
・登場人物ごとの会話文にマーカー
を引かせる。 
 
・役割を代えながら，練習をさせ
る。 
 

・登場人物の状況把握
（ノート記述） 
・交流による感想（ノー
ト記述） 
・音読練習時の様子（観
察） 
・音読の工夫とその理
由（ノート記述） 

国語科事例 

題材名  グループ音読に挑戦しよう 

～場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体的に想像する～ 

                               第２学年 C 読むこと（エ・オ） 
言語活動例 C-イ 

                                    

グループ音読に挑戦しよう 



 

 

三 ５ 
 

 
６ 
 
 

 
７ 
 

○第３の場面の音読を通し
て，登場人物の行動や様子
について確認する。 
○音読の録音を通して，そ
れぞれの工夫について考え
る。 
○録音を振り返る。 
・前時に録音したいくつか
のグループを聞く。 

・これまでの学習内容について振
り返る。 
 
・発表したグループに，どのように
工夫したのか説明させる。 
 
・なぜそのように読み方が変わっ
たのか，叙述の読み取りとともに考
えさせる。 

・音読の練習の様子（観
察） 
 
・読み方の工夫と説明
（ノート記述） 
・グループ録音の様子
（観察） 
・自分の考えの変容（ノ
ート記述） 

四 ８ 
 
 

 
 
 
９ 
 

 
 
 
 

○最後の場面まで音読す
る。 
・自分たちの力で「とても 
いいお手紙だ。」まで音読す
ることを知る。 
 
○学習を振り返る。 
・これまでの録音した内容
を振り返り，読み方や考え
方がどのように変わったか
について振り返る。 
・物語を読むときに，どうす
れば楽しくなるかについて
考える。 

・これまでの学習を生かして，自分
たちの力で音読を録音することを
伝える。 
・読んでみたいと思う言葉につい
て，考えたことをノートに記述させ
る。 
・録音した内容にあまり変わりが
なくても，どのように読もうとした
のかに変わりがあることに気付か
せる。 
・読み方の違いを再確認させ，ノー
トに記述させる 
・学習の振り返りをノートに記述
させる。 

・グループで検討して
いる様子（観察） 
 
 
 
 
・録音された記録（タブ
レット型 PC） 
・自分の読み方の変容
について（ノート記述） 
・物語を読むときの気
を付けたいこと（ノー
ト記述） 

 
 POINT1  ＩＣＴの活用 音読を録音する                        

児童が取り組みたくなる言語活動を工夫するために，タ

ブレット型ＰＣを用いて音読を録音する「アフレコに挑戦

しよう」という単元を設定した。ただ音読するのではなく，

挿絵とともに音読することを通して，場面設定や人物設定

の理解だけでなく，登場人物の心情について考えることを

ねらった。 

児童は，自分の音読を再生して聞くことに興味をもった

だけでなく，「この読み方がよかった」「がまくんはどういう

つもりで言ったのだろう」などの感想を交流するなど，振り返りの場面でも効果的であった。 

また，録音する前に，どのような点について工夫して音読するのかを述べさせたので，教師が一人一人の

学習の様子を把握することにも役立った。 

 POINT２  学習評価につなげるノート記述                       
 
主に「思考・判断・表現」の評価材料とするために，活動のまとまりごとに「がまくんに手紙を書いたこ

とを，かえるくんはなぜ話してしまったのか」など，学習課
題を確認した上で，ノートに考えを記述させた。その際，「な
ぜそのように考えたのか」という理由もできるだけ添える
ように指示をした。 

児童のノートの記述について，評価記録を積み上げ，その
変容を見取るとともに，支援が必要な児童の様子を確認し
たり，発問などの授業の改善に生かしたりするなどした。児
童は，記録を書きためることで，自分がどのように考えたの
かという変容にも気付いていた。 

 


